
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  後援会では、９月３日の三菱電機

三田製作所で開催のオータムフェス

ティバルも無事終え、多くのご参加

を頂きました。今年は三田製作所に

なって３０周年、時間枠拡大の開催

でした。本当にありがとうございまし

た。４期目のスタートは１１月２５日の

ボウリング大会や年末・年始の行事

でのご挨拶を予定しています。 
 

これからも、初心を忘れず、皆様

の声を活かせる市政へと、気を引き

締めて頑張ってまいりますので、引

き続きのご支援、ご指導、ご鞭撻の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 
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 初冬の候。 
 
後援会の皆様には、日頃より力強

いご支援・ご協力を賜り、心より御礼

申し上げます。また、この度の三田市

議会選挙におきまして、４期目の挑

戦でトップ当選を実現することができ

ました。ひとえに後援会の皆様のご

支援の賜物と、心からお礼を申し上

げます。 

 

さて、アメリカの大統領選挙では過

激発言のトランプ氏が勝利し、今後

の国政運営が気がかりなところです

が、実際国政を行なうには、専門家

の意見も確認しながら、慎重に進め

られると思います。国際的な安定と経

済の活性化を期待するところです。 

 

 国内も、通貨の乱高下、地震・

噴火や天候不順による物価の高騰

に加え、年明け衆議院解散も囁か

れ、にわかに慌ただしくなってま

いりました。 

 三田市は、森市長２年目の予算策

定に入り、「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を実施し、「日本一住みたい

まち三田」に向けて展開中であり、そ

の成果を期待しております。 

 

三田市議会は、10月 24日に臨時

議会が開かれ、改選された22人の議

員互選により、役職が決定しました。 

美藤は総合戦略特別委員会副委員

長、議会運営員会・福祉教育常任委

員会・都市計画審議会の委員を拝命

しました。 

5人だった会派グループは、１名が

後継議員に替わり、2名が落選したた

め、新たな３名の会派となり、控室も

狭い部屋に引越しとなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月以降の活動報告です。   

 

びとう和広の活動日記 ２０１６年度：三田市トピックス 

三
田
天
満
神
社
例
大
祭 

 

２
年
前
の
事
故
後
、
対
策
を
確
認
し 

初
め
て
の
地
車
の
宮
入
り
で
す
。 

手
前
は
安
全
委
員
長
の
見
守
り
で
す
。 

１．チャッピーサポートセンター開設 

２．いきがい応援プラザ（ＨＯＴ）開設 

10月 3日、チャッピーサポートセンター（子育て世代包

括支援センター）が開設しました。妊娠～出産～子育て

と、一貫した支援の拠点となります。 
 

チ
ャ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設 

 

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に 

子
育
て
世
代
の
支
援
拠
点
と 

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真
は
開
設
式
の
後
。 

10月 27日、いきがい応援プラザが開設しました。 

50代半ば以降の方に、就業や社会参加のアドバイス、情

報収集・発信・各種団体との調整、セミナー開催、アドバ

イスなど、現役ライフのナビゲートを行ないます。 

 
 

い
き
が
い
応
援
プ
ラ
ザ
（Ｈ
Ｏ
Ｔ
）開
設 

 

キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
６
階 

ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
内
に 

シ
ニ
ア
世
代
の
活
動
支
援
拠
点 

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

３．三田市空き家バンク開設 

12 月 1 日、県宅地建物取引業協会 三田・丹波支部

が事業主体となり、空き家バンクが開設されます。 

空き家の利活用に向けた所有者の意欲喚起と市場流通

の仕組みをつくることで、空き家の減少・発生抑制と住環

境の整備を図ります。 

４．サンタ ×
クロス

三田プロジェクト の実施 

12 月 1 日～25 日、「三田市はＳＡＮＴＡ ＣＩＴＹになり

ます」というコンセプトのもと、12 月をサンタ月間と位置付

け、統一感を持って事業者の協力を得ながらプロジェクト

を進めます。 

・三田駅周辺の賑わい…サンタツリー、イルミネーション 

・マスターズマラソン…サンタファッションランナー特典 

・12月 22日…フィンランドのサンタによる握手・写真会 

・12月 23日…ペデストリアンデッキ賑わいイベント 

等々を計画しています。 

会
派
予
算
要
望
を
手
渡
し 

 

来
年
度
予
算
へ
の
要
望
を 

会
派
か
ら
市
長
に
手
渡
し
。 

こ
の
後
主
旨
を
説
明
し
、 

市
幹
部
と
意
見
交
換
を 

行
い
ま
し
た
。 

千
葉
県
八
千
代
市
視
察 

  

東
京
へ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
郡
部
が
あ
る 

八
千
代
市
の
公
共
交
通
政
策
を 

視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

三
菱
電
機
三
田
製
作
所
三
十
周
年 

 

体
育
館
で
の
記
念
式
典
の
後 

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
て 

所
長
・
組
合
委
員
長
と
記
念
撮
影
。 

鳥
羽
市
・三
田
市
交
流 

 

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

 

鳥
羽
市
２
チ
ー
ム
と 

三
田
市
４
チ
ー
ム
に
よ
る 

合
同
練
習
と
練
習
試
合
。 

協
会
長
と
し
て
、
歓
迎
の
挨
拶
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びとう和広の視点 

＜子ども食堂＞…東京都品川区北品川 

マスコミ報道で子どもの貧困対策とイメージされる方も

多いと思いますが、今回お伺いした北品川子ども食堂

は、「子どもの居場所づくり」でした。 

 

 主催される薄葉さん（写真左）は、食堂経営の傍ら、毎

週水曜 16 時～21 時、子ども食堂を開設。料金は小学生

3 百円、中学生以上 5 百円、食べ放題。子育て支援の

NPO の要請を受けて、１年半前に開設。自分ができる範

囲で居場所を提供する、をモットーに実施。 
 
参加する子どもは、貧困家庭の子もいるが、 

・学童保育ではない子の居場所 

・学童帰りに親の迎えを待つ子 

・片親家庭で親の仕事帰りを待つ子 

・両親が食堂経営で孤食の兄妹 

・バイオリンの稽古の後、母親の用事で預けられる子 

・父親の暴力から逃げ、隠れるように生活する母子 

等々、多様な子どもを受け入れている。 

多くの子ども同士で助け合ったり、教えあって勉強や遊

びをしているとのこと。 

登校拒否の子が、夏休みの間この店の手伝いをし、学

校復帰を果たしたこともあるとのこと。 

安い食堂だとグループで来店した親子には、主旨を説

明し、必要な時に家族で来店を要望した。 

 

 貧困の子ども対応と考えられると、敬遠される。来年度

の品川区予算に支援が検討されているとのことだが、そ

れも子どもたちへの壁にならないか心配とのこと。 

NPO 法人化などの話もあるが、スタッフ運営や費用処

理や報告書作成の手間を考えると、自分のできる範囲を

できる限り続けるとのこと。毎月１万円弱の赤字だが、子

どものいない自分の人生勉強と考え、周囲の色々な支援

を受けながら、今の時代の心の寂しさを皆で支え合いな

がら温かい心で運営されていた。 
  

私も貧困対策と言われたら、行き難いと思います。三田

市は「居場所づくりの子ども食堂」と書いています。多様

な境遇や悩みを抱えた子どもの心に寄り添える「子ども食

堂」が展開できるように応援します。 

多
様
な
心
を
育
て
る
子
ど
も
食
堂 

  

お
話
を
お
聞
き
し
て
、 

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と 

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

＜地方自治体情報化推進＞…東京ビッグサイト 

地方自治体の情報化推進フェアに行ってきました。 
 

 まず、元郵政省官僚だった徳島県知事の講演。 

 平成２３年７月２４日地上デジタル放送への移行を機

に、受信困難地域の解消を兼ねて、１０年かけて全県

CATV網構想（・地デジ対応・ブロードバンド基盤整備・IP

電話充実・地域情報の発信）を推進し、CATV 世帯普及

率 89.8％（５年連続全国１位）を実現。 

 人口減少と空家増加に対抗するため、強み（自然環境・

古民家や遊休施設・光ブロードバンド環境）を活かした企

業誘致や地元での起業を促進した。 

 高齢女性がタブレットパソコンで情報交換しながらビジ

ネスをする映像で有名な「彩（いろどり）のまち上勝町」

は、この基盤で実現している。 
 

 三田こそ、この方式を取り入れるべきと考えています。 

 また、地方自治体通信網を活かした事例や、関連シス

テムの展示・説明・実演が行なわれていました。 
 
下の写真は、ある企業の電子窓口システムです。 

小型対話ロボットの目を見ながら、マイナンバーカード

を見せると、顔認証で本人確認し、目的の書類を自動作

成してくれます。近未来の市役所の形です。 

徳
島
県
知
事
の
講
演 

  

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
、 

地
デ
ジ
化
の
課
題
を 

情
報
化
先
取
り
で
、 

地
域
経
済
の
活
性
化
に 

活
か
し
た
実
例
で
す
。 

転
入
手
続
き
の
実
演 
  

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
誘
導
で 

転
入
時
の
煩
わ
し
い
書
類
を 

自
動
で
作
成
し
て
く
れ
ま
す
。 

 他にも、セキュリティや電子文書管理など作業効率が

期待できるシステムを多数見ることができました。 

ロボットは一例ですが、これからの少子高齢化時代に

求められる仕組みは、お金と人手をかけずに高齢者に

優しい支援型システムと考えます。そのためにも、三田

市全体に光通信網の敷設が重要だと考えています。 

今回は政務活動費で視察した事例報告です。 

三田にも取り入れたい事業です。 

ぜひお目通しください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
選
祝
賀
会 

  

深
夜
に
も
関
わ
ら
ず
、 

多
く
の
皆
様
に
お
祝
い
頂
き
、 

夫
婦
と
も
感
激
で
一
杯
で
す
。 

【びとう和広 後援会 連絡先】   
 ＜連絡先＞〒669-1513 三田市三輪２丁目３番３３号 
        三菱電機労働組合三田支部気付 
        Tel : 079-563-1860 Fax : 079-563-5093 

 ＜自 宅＞〒669-1537 三田市西山２丁目１１番１３号 
        Tel : 079-562-8653 , Fax : 079-562-0730 
 ＜電子メール＞ bit@venus.dti.ne.jp 
 ＜ホームページ＞ http://www.bito-kazuhiro.com 

びとう和広後援会より 

後援会会長 ご挨拶 

このたびの三田市議会議員選挙におきまして

は、「びとう和広」が、みごとトップ当選を実現できま

した。今年は参議院選挙もあり、後援会活動も十分

にできない状況下にありましたが、後援会の皆様と

ともに危機感を共有できたことが、好結果につなが

ったと感じております。 

本当にありがとうございました。 

9月 25日施行の三田市議会議員選挙では「びとう和広」は２，５００票で

トップ当選できました。皆様の力強いご支援に、心より感謝いたします。 

これからも出来る限り後援会の皆

様にお出会いし、より多くの皆様の

お声をお聞きし、後援会の拡大を進

めてまいる所存です。何卒、皆様の

ご理解とご支援を、よろしくお願い申

し上げます。 

びとう和広後援会： 

会長  浅居 繁樹 

今回の選挙で訴えてきたのは、来る急激な少子高齢

化に対応した低コストで安心を維持できる仕組みです。 

そのためにも、認知症などの介護負担を最小にし、誰

もが働き続けられる政策が大切です。 

四期目も精一杯がんばります。 

これからも、皆様のご支援・ご参加・ご協力のほど、 

よろしくお願い致します。 

 

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー 

 

４
期
目
必
勝
に
向
け
、 

皆
様
の
心
を
一
つ
に 

支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
！ 

と
、
力
強
く
ガ
ン
バ
ロ
ー
で 

締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。 

構
内
総
決
起
集
会 

 

三
田
製
作
所
で
働
く
皆
様
の 

区
ご
と
に
書
い
て
い
た
だ
い
た 

寄
せ
書
き
を
バ
ッ
ク
に 

成
果
と
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。 

個
人
演
説
会
（右
は
南
区
公
会
堂
） 

 

各
地
域
で
開
催
し
、 

毎
回
満
席
の
ご
参
加
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

出陣式：小雨にもかかわらず、多数ご参加を賜りました。 

   ありがとうございました。 

mailto:bit@venus.dti.ne.jp
http://www.bito-kazuhiro.com/

